
２年数学 １′式の利用  解答 

    

1 ページ 例 

⑴ 2 ㎞地点：６℃、   ５㎞地点：－12℃    

⑵ 3℃：地上 2.5 ㎞、   －30℃：地上 8 ㎞ 

 

 

問 1 

⑴ 𝑥 = 𝑦 + 9   ⑵ 𝑥 =
15−𝑦

5
   ⑶ 𝑦 = 4 − 3𝑥     

⑷ 𝑦 = 5𝑥 − 3    ⑸ 𝑎 =
𝑏+8

4
    ⑹ 𝑏 =

3𝑎−10

2
     

⑺ 𝑥 = 2 +
2

3
𝑦    ⑻ 𝑦 =

2

3
𝑥 − 4     

 

 

3 ページ 例      𝑎 =
2𝑆

ℎ
 

 

 

問 2 

⑴ 𝑟 =
ℓ

2𝜋
    ⑵ 𝑏 =

ℓ

2
− 𝑎    ⑶ 𝑎 =

2𝑆

ℎ
− 𝑏     

⑷ ℎ =
2𝑆

𝑎+𝑏
    ⑸ ℎ =

𝑆

2𝜋𝑟
    ⑹ ℎ =

3𝑉

𝜋𝑟2    

 

〔文字式による説明〕 

 

5 ページ 例 

 

連続する３つの整数は、もっとも小さい整数を𝑛として、 

𝑛、𝑛+１、𝑛+２と表される。 

 

それらの和は 

𝑛＋( 𝑛+1)＋(𝑛＋2) ＝ 𝑛＋𝑛＋1＋𝑛＋2 

＝ 3 𝑛＋３ 

＝ 3(𝑛+1) 

 

𝑛＋1は整数なので、3(𝑛＋1)は 3 の倍数である。 

したがって、連続する 3 つの整数の和は 3 の倍数である。 

 

 

問 3 

 

連続する 5 つの整数は、中央の整数 𝑛 として、 

𝑛－2、𝑛－1、𝑛、𝑛+1、n+2 と表される。 

 

それらの和は 

(𝑛－2)+( 𝑛－1)+ 𝑛+( 𝑛+1)+( 𝑛+2) 



＝𝑛－2+ 𝑛－1＋𝑛+ 𝑛+1+ 𝑛+2 

＝5 𝑛 

 

𝑛は整数なので、5 𝑛は 5 の倍数である。 

したがって、連続する 5 つの整数の和は 5 の倍数であ

る。 

 

 

問 4 

⑴ 偶数：2𝑚   ぞの前後の奇数：2𝑚 − 1 ,   2𝑚 + 1 

⑵ 7𝑚    ⑶ 𝑛 , 𝑛 + 1 , 𝑛 + 2 , 𝑛 + 3     

⑷ 2𝑚 , 2𝑚 + 2 , 2𝑚 + 4    

 

 

問 5 

 

𝑚、𝑛 を整数として、2 つの偶数は 2 𝑚、2 𝑛と表される。 

その和は 

2 𝑚＋2 𝑛 ＝ 2(𝑚+𝑛) 

 

𝑚+𝑛 は整数なので 2(𝑚+n) は偶数である。 

したがって、偶数と偶数の和は偶数である。 

 

 

 

 

問 6 

 

𝑚、𝑛を整数として、2 つの奇数は 2 𝑚+1、2 𝑛+1 と表さ

れる。 

その和は、 

(2 𝑚+1)＋(2 𝑛+1) ＝ 2 𝑚+1＋2 𝑛+1 

＝ 2 𝑚＋2 𝑛+2 

＝ 2( 𝑚+ 𝑛+1) 

 

𝑚+ 𝑛+1 は整数なので、2(𝑚+ 𝑛+1)は偶数である。 

したがって、2つの奇数の和は偶数である。 

 

 

問 7 

 

𝑚、𝑛を整数として、偶数は 2 𝑚、奇数は 2 𝑛－1 と表され

る。 

その和は 

2 𝑚＋(2 𝑛+1) ＝ 2 𝑚 ＋2 𝑛＋1 

＝ 2(𝑚+𝑛)+1 

 

m+n は整数なので、2(m+𝑛)は偶数である。 

したがって、偶数を奇数の和は奇数である。 

 

 



11 ページ 例 

 

3 ケタの自然数は、百の位の数を𝑎、十の位の数を𝑏、一の

位の数を𝑐 として 

100 𝑎＋10 𝑏＋𝑐 と表される。 

 

また条件より、𝑛 を整数として 𝑎＋ 𝑏＋𝑐＝3 𝑛 であり、 

これを変形して 𝑐 ＝3 𝑛－𝑎－𝑏 である。 

 

100 𝑎＋10 𝑏＋𝑐 に 𝑐＝3 𝑛－𝑎－𝑏 を代入して 

100 𝑎＋10 𝑏＋𝑐 ＝ 100 𝑎＋10 𝑏＋(3 𝑛－𝑎－𝑏) 

＝ 100 𝑎＋10 𝑏＋3 𝑛－𝑎－𝑏 

＝ 99 𝑎＋9 𝑏＋3 𝑛 

＝ 3(33 𝑎＋3 𝑏＋ 𝑛) 

 

33 𝑎＋3 𝑏＋𝑛 は整数なので、3(33 𝑎＋3 𝑏＋ 𝑛)は 3 の倍数

である。 
 

したがって、3 ケタの自然数について、その百の位の数と

十の位の数と 

一の位の数の和が 3 の倍数のとき、もとの 3 ケタの自然

数も 3 の倍数である。 

 

 

問 8 

 

3 ケタの自然数は、百の位の数を𝑎、十の位の数を𝑏、一の

位の数を𝑐 として、 

100 𝑎＋10 𝑏＋𝑐 と表される。 

 

また条件より、𝑛 を整数として 𝑎＋ 𝑏＋𝑐 ＝9 𝑛 であり、 

これを変形して 𝑐 ＝ 9 𝑛－𝑎－𝑏 である。 

 

100 𝑎＋10 𝑏＋𝑐 に 𝑐 ＝ 9 𝑛－𝑎－𝑏 を代入して 

100 𝑎＋10 𝑏＋𝑐 ＝ 100 𝑎＋10 𝑏＋(9 𝑛－𝑎－𝑏) 

＝ 100 𝑎＋10 𝑏＋9 𝑛－𝑎－𝑏 

＝ 99 𝑎＋9 𝑏＋9 𝑛 

＝ 9(11 𝑎＋ 𝑏＋ 𝑛)  

 

 

11 𝑎＋𝑏＋ 𝑛 は整数なので、9(11 𝑎＋𝑏＋ 𝑛)は 9 の倍数で

ある。 
 

したがって、3 ケタの自然数について、その百の位の数と

十の位の数と 

一の位の数の和が 9 の倍数のとき、もとの 3 ケタの自然

数も 9 の倍数である。 

 



問 9 

 

2 桁の自然数の十の位の数を𝑎、一の位の数を𝑏とすると、 

もとの数は、 10 𝑎＋𝑏 

入れかえてできる数は、 10 𝑏＋𝑎 と表される。 

 

この２数の差は 

（10 𝑎＋𝑏）－（10 𝑏＋𝑎） ＝ 10 𝑎＋𝑏－10 𝑏＋𝑎 

＝ 9 𝑎－9𝑏 

＝ 9(𝑎－𝑏) 

 

𝑎－𝑏は整数なので、9(𝑎－𝑏)は９の倍数である。 

 

したがって、2桁の自然数と、その十の位の数と一の位

の数を 

入れかえてできる自然数との差は、９の倍数である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 ページ 例      ○あ：31.4 ㎝   ○い：31.4 ㎝ 

 

 

問 10 （省略） 

 

問 11 （省略） 

 

 

問 12 

 

円柱Ａの底面の半径を r[㎝]、高さを h[㎝]とする。 

 

円柱Ａの体積は 

𝑟×𝑟×π×ｈ＝ π𝑟2ｈ ······················ ① 

 

条件より、円柱 B の底面の半径は 2 𝑟[㎝]、高さは 
1

2
 h[㎝]

となる。 
 

円柱 B の体積は 

2 𝑟 × 2 𝑟 ×π× 
1

2
 h ＝ 2π𝑟2h ····· ② 

 

②÷①より 2π𝑟2h ÷π𝑟2h ＝ ２ 

 

よって、B の体積は Aの体積の 2倍になる。 

 

1 

1 

1 


